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日常生活において周囲を見渡して、物体の形状やそれらの位置を大きく間違えて知覚することは稀であり、その点において視
覚は正確（veridical）であると言える。その一方で、多くの心理物理研究が視覚の不正確さ（non-veridical）と不安
定さを報告している。それらの幾つかは、「錯覚」として知られている。このような相反する現象が日常生活と研究室で生じる理
由を、特に３次元の形状や空間の知覚に基づいて、この講義では議論する。正確な知覚と不正確な知覚の差は、実験刺
激、特に遠刺激の特性で説明できる。例えば、３次元の形状が鏡面対称、表面の最小化、圧縮（compactness）最大
化などの制約を満たす場合は、安定して正確な形状が知覚される。一方で、このような制約を満たさない形状に関しては、こ
の限りではない。このような考えに基づいて、過去の幾つかの重要な研究についても再評価を行う。 
 

 

 

 
 
 

『知覚心理学』の受講登録者以外の方でもご聴講頂けます。詳しくは総合心理学部の北岡明佳まで（akitaoka@lt.ritsumei.ac.jp） 
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